
事務事業評価シート

①
②
③

臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値 1

計画値

回

実績値
単位

計画値

名称

補足

若者同士の交流の基盤となる会議の設置
若者交流推進会議の設置

若者交流推進会議が見学したイベントの回数
市の行事の見学の回数

市の行事へ若者交流推進会議が参加した回数
市の行事への出展、出演、発表の回数

単位 回

35
人

③
計画値

④
若者交流推進会議の登録者数名称

補足

２８年度

設置
設置

2

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 企画政策室長　豊田　達也

目
的

概
要

若者同士が交流する基盤として、市内在住在勤の１８歳から３４歳までの人を対象とした、若者交流推進会議を設置
する。また、平成２８年度は、「知る」「体験する」ことを主眼として、メンバー会議の開催、市内行事への参加や見学、
まちづくり先進地視察などの活動を行う。

若若者の力によって地域の活力を生み出し、更には出会いにもつなげられるよう、若者同士の交流を促進する機会
の創出を図るとともに、市の事業における若者の積極的な参画を促進し、地域の活性化を図る。

２７年度

総コスト 3,196

一般財源 405 138

2,929 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

かめやま若者未来会議（愛称：わかめ）を設置したことで、若者同士が出会い、交流を促進する基盤を確保
できた。
また、市の行事への出展や見学、まちづくり先進地への視察等の活動を通し、市内外の取組について学
び、体験するとともに、市の事業における主体的な参画を促進することができた。

Ａ
順調に進んだ

３５人の登録者数を確保できたが、大半が社会人であることから、多種多様な若者同士の交流を促進するため、メンバー
構成の多様性を確保することが課題となっている。また、立ち上げ当初に比べ活動メンバーが減少してきていることから、
中心的に活動するメンバー数を増やすとともに、活動をステップアップさせ、地域を活性化していくための人材育成を行う
ことが必要である。

近隣の大学等に情報発信を行う等、様々な人に参加してもらえるようにメンバー募集を行う。
また、より楽しく交流でき、主体的に活動したくなるような場づくりを行うことでメンバーの訴求力を高め、中心的に活動する
メンバー数を増やしていくとともに、人材育成を視野に入れた研修やまちづくり先進地の視察を行う。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 2,929

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・かめやま若者未来会議（愛称：わかめ）の設置
・市の行事の見学：２回（関宿納涼花火大会、亀山青空お
茶まつり）
・市の行事への出展：１回（あいあい祭りにて揚げパンを販
売）
・まちづくり先進地への視察：１回（愛知県新城市）
・メンバー会議の開催：８回
・活動報告会の開催：１回（亀山市との共催）

県支出金

再
掲
翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 405 129 所要人員 0.40

人
件
費

総人件費 2,929
事業費 810 267 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市内在住・在勤の若者

③
指
標

施策の方向 03:市民交流の促進 項 総務管理費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 企画費

施
策
体
系

基本施策の大綱 02:市民参画・協働と地域づくりの推進 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 02:市民参画・協働と交流の場の創造 款 総務費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 企画総務部
02335-1 若者交流推進事業 室名 企画政策室


